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お わ り に
今回は，墨子庄の登場する部分をどう解釈す
るかが，この話劇の理解の要であると考えた。
この考察の結果，この作品はもともと張自忠を
称賛するという目的を持っているが，これのみ
ならず，作者は，この作品で，日本軍への抵抗
の戦いという状況の中で，その戦いと一線を画
している人々の「非」を暴き，この劇の観客の
気持ちを抗戦に向けようとする試みも行ってい
ることが分かった。
今回はできる限り作者の創作意図に近いと思
われる方向から，この劇を分析した。この結果，
この作品における成果のようなものは把握でき
たのではないかと思う。
ただ，この劇は，どうしても主人公の張自忠
の，軍隊内での権力が絶対であるが故に，張自
忠が墨子庄に断固たる態度を取るとき，弱いも
の虐めのような雰囲気が生じてしまう危険性を
孕んでいる。この危険性はちゃんと克服されて
いるだろうか。また，ここに絡んで来るのが，張
自忠の「偉大さ」と墨子庄の「憎らしさ」の表
現であると考える。特に，墨子庄が登場する場
面では，それらの表現の面だけでなく，その他
の様々な理由で張自忠の「偉大さ」を理解でき
ない観客には，作者の正確な「真意」が伝わら
ないことも考えられる。
もしこうなってしまったら，作品は「失敗」と
なってしまうかもしれない。
まだ，考えなければいけないこともある。今
回は言及しなかったが，墨子庄と対照的な人物
もこの作品に登場している。まだ他に登場人物
もたくさんいる。このようなことは，今後の課
題としておきたい。
老舎は，重慶で，まだ多くの話劇を作ってい
る。これらも，これらの作品をさらにひとつひ
とつ考えて行き，そして最終的に，話劇創作の
全体の流れを整理しなければならないと考えて
いる。その時に，もう一度この作品も振り返る
ことになると思う。（完）
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注この論文のテキストは『老舎全集9』（人民文学出版
社・1999）を使用した。従って，この「注」に付すテ
キストのページ番号は，『老舎全集9』のものである。
今回ここで取り上げた『張自忠』は他に『老舎文集第
十巻』（人民文学出版社・1982）或いは『老舎劇作全集
1』（中国戯劇出版社・1986）にも収録されている。な
お，『張自忠』は，1940年夏老舎が三ヶ月かけて執筆
し，翌年1月『中蘇文化』に発表した後，同月，華中
図書公司から出版された。（『日中戦期 老舎と文芸界
統一戦線 大後方の政治の渦の中の非政治』や『老舎
劇作全集1』を参照）
(1) 筆者は『残霧』を「老舎『残霧』試論」（八戸工
業大学紀要25巻・2006）で，『国家至上』を「老
舎『国家至上』試論」（八戸工業大学紀要26巻・
2007）で述べたことがある。
(2) (注1)を参照。
(3)『残霧』は中国全国文芸協会抗敵協会の友人の
勧めによるもので，『国家至上』は回族救国協会
の依頼によるものであると，作者自身が述べて
いる。(注1)参照。
(4) 老舎著「閑話我的七箇話劇」で「張自忠将軍が
殉国した後，軍界の友人が私に『張自忠』を書
くように頼んだ」と述べている。（『老舎論劇』
（中国戯劇出版社・1981）
(5) これらの戦いについては，この作品でも述べら
れている。これを「臨 の勝利」「台児荘の大勝
利」と呼んでいる。また，張自忠は「徐州会戦」
では「撤退援護」を務めた。
(6) ?1940年5月，日本軍は湖北省の漢水の東岸を
攻撃した。このとき，第33集団軍総司令官で上
将だった父は，一部の部隊を率いて日本軍を遮
断攻撃しようとした。しかし，十里長山の南瓜
店で重囲に陥った。父は繰り返し突撃し，7発
の弾丸を受けて，壮烈な犠牲となった。」（「抗日
戦争に殉じた父，張自忠将軍」・張廉雲 元北
京市政治協商会議副主席・『人民中国』http://
www.peoplechina.com.cn/maindoc/html/
200508/teji-2.htm）
(7) (注1)の拙論「老舎『残霧』試論」（八戸工業大
学紀要25巻・2006）を参照。
(8) (注1)の拙論「老舎『国家至上』試論」（八戸工
業大学紀要26巻・2007）を参照。
(9)『老舎全集9』p.203。もともとこの文章は1940
年9月10日『文芸月刊』（戦時特刊第5巻第1
期）に掲載され，後に『張自忠』（華中図書公司
1941年初版）に収められたものである。（『老舎
年譜・上冊』（張桂興編撰・上海文芸出版社）
p328）
(10)『張自忠』p.204
(11) 同上
(12) 老舎著「閑話我的七箇話劇」で「今回，私はと
ても大きなエネルギーを使った。全部を五回書
き直した。でも巧く書けなかった」と述べてい
る。（『老舎研究資料』（北京十月文芸出版社・
1985・p.595）
(13) 老舎著「三年写作自述」で「私は受けた苦悩，失
望についてもう細々と述べたくはない。ただ言
うべき事は一言だ。私は失敗した。」と述べてい
る。（『老舎研究資料』（北京十月文芸出版社・
1985・p.581）また，「失敗」については『老舎
年譜・上冊』（張桂興編撰・上海文芸出版社・
p326）にも同様の文章がある。1940年9月の項
にある。「老舎が自ら述べている，『この頃清閣
女士はこの脚本を読み終わっていた。彼女は私
に又冷水を浴びせた。私は創作するときに感じ
た困難さを説明した。だが，決して彼女を納得
させることはできなかった。』『だが，私はそれ
でも脚本を手に取り，地面に放り投げる勇気を
もってなかった。少し改めただけで，恥を忍ん
で，依頼人に渡した。』（『致南泉“文協”諸友
書』）と。」
(14)『張自忠』p.212
(15)『張自忠』pp.212-213
(16) 張自忠の軍隊が関わったとされる。この事件に
ついては次の説明を挙げておく。「廊坊事件は，
1937年7月25日，軍用電線の修理のため当地
に派遣された日本軍部隊が，中国軍に射撃され，
両軍の衝突を引き起こした事件。翌日に発生し
た広安門事件とともに日中全面戦争への伏線
となった。廊坊は 北京と天津との間にある。」
(『旅して学ぶ中国近現代史 中国近現代史観
光ガイド』「抗日戦争」
(http://www.chinatravel-modernhistory.
com/jidai/kounitid2.html）
(17)『張自忠』p.212
(18)『張自忠』p.214
(19)『張自忠』pp.218-219
(20)『張自忠』p.230
(21)『張自忠』pp.230-231
(22)「1938年3月頃，日本軍は省都済南も含め，山
東省北部を占領していた。北支那派遣軍の第5
師団（師団長:板垣征四郎）と第10師団（師団
長:磯谷廉介）は合流，共同で要衝の徐州を攻
略することとしていた。これに対して国民党山
東省主席の韓復矩は兵力の温存を図り，天険の
要害である黄河の防衛線もがら空きにした。╱
この結果，津浦鉄道の守備は手薄となってお
り，情報を察知した磯谷師団は板垣師団との合
流を待たずに単独で進軍を開始し，泰安・済
寧・ 県と順次攻略していった。戦わずして後
退した中国軍の戦意はかなり低く，まともな戦
闘にはならなかった。╱しかし，他方では板垣
師団は国民革命軍の名将張自忠により臨 で
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膠着状態にあり，磯谷部隊との合流に向けた前
進が阻まれていたのである。」（傍線は筆者）
（「徐州会戦」出典:フリー百科事典『ウィキペ
ディア（Wikipedia）』（http://ja.wikipedia.
org/wiki/）
(23) ?磯谷師団の撤退により，大本営もこの地域に
有力な中国軍が存在することを認識し，津浦鉄
道全線掌握の大きな障害になることを鑑み，戦
線不拡大路線を転換，徐州作戦を展開すること
となる。╱北から磯谷師団，東から板垣師団に
加えて，南からも中支那派遣軍派遣（3個師団
基幹）を決定。ひたすら「徐州徐州と人馬は進
む」といわれた行軍を続け，5月20日に徐州占
領を完了，津浦線の打通に成功する。日本軍に
三方から囲まれたため，中国軍は数では優勢で
あったが張自忠部隊以外は全般に戦意が上が
らず，撤退というよりは散開に近い有様で逃げ
惑い，5月19日には徐州を放棄していたので
ある。一ヶ月前に台児荘で日本軍を撃退した同
一の部隊とは思えない体たらくである。日本軍
は中国軍に大きな打撃を与えたものの，華北平
野の中の街をわずか数師団で完全包囲するこ
とは困難であり，数十万の中国兵の包囲環から
の脱出を防ぐことには失敗している。╱しか
し，李宗仁は徐州の維持は放棄したものの，日
本軍の南進を阻止することを放棄したわけで
はなかった。黄河の堤防を決壊させ，決壊地点
から東シナ海に至る江蘇省北部周辺を大湿地
帯にして日本軍の南進と漢口への進撃を阻止
した。戦線はこの後膠着する。」「徐州攻略作戦」
(「注16」と同文献)
(24)『張自忠』p.233
(25)『張自忠』p.236
(26)『張自忠』p.237
(27)『張自忠』p.237-238
(28)『張自忠』p.240
(29)『張自忠』p.245-246
(30)『張自忠』p.246
(31)『張自忠』pp.246-247
(32)『張自忠』p.248
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